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１ 日 時 

令和２年（２０２０年）７月８日（水）から令和２年（２０２０年）８月１２日

（水） 

 

２ 書面審議者 

熊本県環境影響評価審査会委員 

 

３ 事業者等 

  ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社、株式会社建設環境研究所 

 

４ 議 題 

「（仮称）大関山風力発電事業計画段階環境配慮書」について 

 

５ 議事概要 

主な意見等の概要は以下のとおり。 

 風力発電機の設置予定範囲のほぼ全域が水源かん養保安林又は土砂流出防備保

安林であり、保安林の改変の回避が困難であるため、事業による影響の回避・

低減が不十分である場合は、風力発電機の設置基数の削減を含めた検討を行う

こと。 

 尾根に管理用道路等ができ、シカが容易に移動できるようになると食害による

植生への影響が懸念されるため、こうした観点での影響予測等を検討すること。 

 事業実施想定区域に隣接して譲葉鳥獣保護区が存在しており、事業によって事

業実施想定区域の動植物に影響があれば、周辺環境にも影響が及ぶ可能性が考

えられるため、適切な予測、評価を行うこと。 

 事業実施想定区域周辺に熊本名水百選（昭和 60年熊本県選定）の水源や日本の

棚田百選認定の棚田があるため、これらを景観や人と自然との触れ合いの活動

の場として追加する必要がないか検討すること。 

 

※配付資料 

（１）（仮称）大関山風力発電事業現地状況等説明資料 

令和２年度第５回熊本県環境影響評価審査会 

議 事 概 要（書面審議） 


